


１．許可申請の概要

(１)工場の概要

工 場 又 は

事 業 場 の ＵＢＥ株式会社  宇部ケミカル工場 東地区

名 称

所 在 地 山口県宇部市大字小串１９７８の１０

業 種 化学工業 従 業 員 数 410 人

主 要 製 品 名

番号 名称 廃止 当該申請
通常使用

基数
使用状況
変更基数

使用状況
変更時
基数

24-ｲ 濾過施設 1基 1基 0基 0基

24-ﾆ 廃ｶﾞｽ洗浄施設 3基 1基 2基 2基

特 定 施 設 27-ｲ 濾過施設 1基 1基 1基
27-ﾇ 廃ｶﾞｽ洗浄施設 8基 8基 8基

（ 番 号 ・ 名 33-ﾘ 廃ｶﾞｽ洗浄施設 1基 1基 1基
41-ｲ 洗浄施設 3基 3基 3基

称 ・ 基 数 ） 46-ﾛ 濾過施設 10基 10基 7基 17基
46-ﾆ 廃ｶﾞｽ洗浄施設 10基 10基 5基 15基
47-ﾛ 濾過施設 25基 25基 -7基 18基
47-ﾊ 分離施設 83基 4基 6基 85基 85基
47-ﾎ 廃ｶﾞｽ洗浄施設 14基 14基 -5基 9基
63-3 廃ｶﾞｽ洗浄施設 1基 1基 1基
63-ﾎ 廃ｶﾞｽ洗浄施設 1基 1基 1基
15-イ 1基 1基 1基

74 活性汚泥処理装置　 1基 1基 1基
74 脱硫排水処理装置　 1基 1基 1基

71の4-ｲ 汚泥の焼却施設 1基 1基 1基
15-イ（７１に含む） 1基 1基 1基
15-ﾛ（７１に含む） 3基 3基 3基

合計 6基 6基 169基 169基

(変更前) (変更前)

排 水 量 通 常 ｍ 3 ／ 日 最　大 ｍ 3 ／ 日

(変更後) (変更後)

(変更前) (変更後) (増減)

排 水 量 及 び 排水量        (m3/日) 924,805.8 924,811.6 5.86

ＣＯＤ負荷量  (kg/日) 3423.63 3421.14 -2.48

負 荷 量 ＳＳ負荷量    (kg/日) 7746.92 7746.37 -0.55

Ｔ－Ｎ負荷量  (kg/日) 1537.29 1537.86 0.57

の 増 減 Ｔ－Ｐ負荷量  (kg/日) 67.31 67.11 -0.20

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類(pg-TEQ/日) 595.93 595.96 0.03

排 水 処 理 　　中和装置 11基

中和・凝集装置

施 設 の 種 類 　　回収装置 1基 酸化・脱水装置

　　活性汚泥処理装置 1基

及 び 数 　　廃水焼却設備 1基 合計 15基
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905,221.3 924,805.8

905,225.2 924,811.6

1基

169基

硫安、その他化成品

変更前

廃ガス洗浄施設(Dx法)

廃ガス洗浄施設(Dx法)

湿式集じん施設(Dx法)



（２）特定施設の設置（変更）の理由及び概要

・

・

（３）排水口における排出水の汚染状態及び量が減少（変らず）の場合は理由

東１０号排水口 変更前 変更後 差異 増減

排水量 ｍ３/日 85132.62 85136.52 3.90 増加

COD濃度 mg/l 4.52 4.52 0.00 なし

COD負荷量 kg/日 384.58 384.40 -0.18 減少

T-N濃度 mg/l 5.80 5.80 0.00 なし

T-N負荷量 kg/日 493.69 493.70 0.01 増加

T-P濃度 mg/l 0.22 0.22 0.00 なし

T-P負荷量 kg/日 18.40 18.40 0.00 なし

西１号排水口 変更前 変更後 差異 増減

排水量 ｍ３/日 35924.52 35782.52 -142.00 減少

COD濃度 mg/l 10.90 10.90 0.00 なし

COD負荷量 kg/日 391.58 390.03 -1.55 減少

T-N濃度 mg/l 15.06 15.13 0.07 増加

T-N負荷量 kg/日 540.88 541.37 0.50 増加

T-P濃度 mg/l 0.05 0.05 0.00 なし

T-P負荷量 kg/日 1.80 1.79 -0.01 減少

西２号排水口 変更前 変更後 差異 増減
排水量 ｍ３/日 44548.63 44692.59 143.96 増加

COD濃度 mg/l 5.60 5.56 -0.04 減少

COD負荷量 kg/日 249.47 248.71 -0.76 減少

T-N濃度 mg/l 1.02 1.01 0.00 なし

T-N負荷量 kg/日 45.22 45.29 0.07 増加

T-P濃度 mg/l 0.06 0.06 0.00 なし

T-P負荷量 kg/日 2.67 2.48 -0.19 減少

合計 変更前 変更後 差異 増減
排水量 ｍ３/日 165605.77 165611.63 5.86 増加

COD濃度 mg/l 6.19 6.18 -0.02 減少

COD負荷量 kg/日 1025.63 1023.14 -2.48 減少

T-N濃度 mg/l 6.52 6.52 0.00 なし

T-N負荷量 kg/日 1079.79 1080.36 0.57 増加

T-P濃度 mg/l 0.14 0.14 0.00 なし

T-P負荷量 kg/日 22.87 22.67 -0.20 減少

その他排水口変更なし
－　２　－

・

・

・

・
・

治験薬工場の設備老朽化による製造品への異物防止のため既設反応槽（47号ハ　３基）及び遠心分離
機（47号ハ　１基）の更新を行い、多様化する顧客の要望に応えるべく反応槽（47号ハ　２基）の新設をお
こないます。
硝曹工場廃止に伴い、硝曹工場で使用しているNo2硝曹フィルター（24号イ　1基）及びNo1硝曹排気水
洗塔（24号二　1基）を廃止します。

空気分離設備を新設します。空気分離に伴い、圧縮空気を冷却したドレン(発生源は大気中の湿気)が、
油分を含まない排水として6ｍ3/日排水量が増加します。
治験薬試験製造設備の設備の老朽化による製造品への異物防止のため既設機器の更新及び、多様
化する顧客の要望に応えるべく、新たに機器の設置を行います。排水については0.042m3/日減少しま
す。
硝曹工場を廃止します。それに伴い、硝酸工場から排出される排水が1052m3/日減少しますが、減少分
が全量溢流水として排水されるので排水量の変更はありません。
AMC工場を廃止します。それに伴い、AMC工場から排出される排水量が0.1ｍ3/日減少します。
MO工場を廃止します。それに伴い、MO工場から排される排水量が、144m3/日減少しますが、減少分が
全量溢流水として排水されるので排水量の変更はありません。

トータル排水量として5.858m3/日増加します。



２． 施行規則第４条第１項の規定に関する事項

   (1)  工場又は事業場からの排水経路並びに工場又は事業場の排水口の位置及び数

ア  排水口の位置 添付第  １  図のとおり

イ  排水口の数 15 ヵ所 （内 ９ヵ所は雨水のみ）

ウ  排水系統及び水系図の略図 添付第　2　図のとおり

  ( 例 )

    ○○工程→××排水処理施設→№１排水口→△△川→瀬戸内海（ ◎◎湾 ）

    生活排水

    冷 却 水    №２排水口

(2)  工場又は事業場の排水口の周辺の公共用水域について定められている水質汚濁に係る環境基

  準その他水質汚濁に係る環境保全上の目標に関する事項

  ア  水質汚濁に係る環境基準

    (ア)  人の健康に係る環境基準

カドミウム 全シアン 鉛
六価

クロム
ヒ素 総水銀

アルキル
水　銀

ポリ塩化
ビフェニル

ジクロロ
メタン

0.003 検出さ 0.01 0.02 0.01 0.0005 検出さ 検出さ 0.02

mg/l れない mg/l mg/l mg/l mg/l れない れない mg/l
以下 こと  以下 以下 以下 以下 こと  こと  以下

四塩化
炭素

１，２－ジク
ロロエタン

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

トリクロロエ
チレン

テトラクロロ
エチレン

1,3-ジクロロ
プロペン

0.002 0.004 0.1 0.04 1 0.006 0.01 0.01 0.002

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l
以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下

チウラム
ｼﾏｼﾞﾝ
(CAT)

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ
(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰ
ﾌﾞ)

ベンゼン セ レ ン ほう素 ふっ素
硝 酸 性 窒 素
及 び 亜 硝 酸
性 窒 素

1,4ジオキサ
ン

0.006 0.003 0.02 0.01 0.01 1 0.8 10 0.05

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l
以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下
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値

項目

基

準

値

項目

基

準

値

項目

基

準

↑ ↑



    (イ)  生活環境に係る環境基準

ＵＤ－１０ ＵＤ－１１

Ｃ、Ⅲ Ｃ、Ⅲ

水 素 イ オ ン 濃 度 (  ｐＨ  ) 7.0 ～ 8.3 7.0 ～ 8.3

生物化学的酸素要求量 ( ＢＯＤ ) mg/l － －

化 学 的 酸 素 要 求 量 ( ＣＯＤ ) mg/l 8以下 8以下

浮 遊 物 質 量 (  ＳＳ  ) mg/l － －

溶 存 酸 素 量 (  ＤＯ  ) mg/l 2以上 2以上

大 腸 菌 数 MPN/100ml － －

ｎ－ヘキサン抽出物質量 mg/l － －

全 窒 素 mg/l 0.6以下 0.6以下

全 燐 mg/l 0.05以下 0.05以下

   イ  その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標
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値

排 出 先 の 河 川 ・ 海 域 名 宇部･小野田海域

環 境 基 準 点

環 境 基 準 類 型

基

準



(3)  工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値並びに当該排
     出水の１日当りの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量

( 1/３ )

区  分 負 荷 量 の

項  目 通 常 最 大 負 荷 量 通 常 最 大 負 荷 量 増 減

排水量   m3/日 77,506.4 85,132.6 77,508.3 85,136.5

6 6
7.5 ～ 7.5 ～

9 9

生物化学的酸素
要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要求
量（COD)

4.5 20 384.6 4.5 20 384.4 -0.18

浮遊物質量
　　　（SS)

13 25 1106.7 13 25 1,106.8 +0.05

全　　窒　　素
　　　（T-N)

5.8 23 493.7 5.8 23 493.7 +0.01

全　　　　　燐
　　　（T－P)

0.22 1.8 18.4 0.22 1.8 18.4 +0.00

ダイオキシン類
pg-TEQ/l － 10 595.9 － 10 596.0 +0.03

排水量   m3/日 28,213.5 35,924.5 28,071.5 35,782.5

6 6
7.4 ～ 7.4 ～

9 9

生物化学的酸素
要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要求
量（COD)

10.9 20 391.6 10.9 20 390.0 -1.55

浮遊物質量
　　　（SS)

15.9 25 571.2 15.9 25 568.9 -2.30

全　　窒　　素
　　　（T-N)

15.1 48 540.9 15.1 48 541.4 +0.50

全　　　　　燐
　　　（T－P)

0.05 0.64 1.7962897 0.05 0.64 1.8 -0.01

※ 負荷量(kg/ 日)＝最大排水量(ｍ 3 / 日)×通常水質(mg/l )×10-3

5 - 1

号

排

水

口

西
水素イオン濃度

（ｐH)

1

10

号

排

水

口

排水口
番号又は
名　　称

現　　　　状 設置（変更）後

東
水素イオン濃度

（ｐH)

※ ※



(3)  工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値並びに当該排
     出水の１日当りの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量

( ２/３ )

区  分 負 荷 量 の

項  目 通 常 最 大 負 荷 量 通 常 最 大 負 荷 量 増 減

排水量   m3/日 42,301.3 44,549 42,445.3 44,692.6

6 6
7.2 ～ 7.2 ～

9 9

生物化学的酸素
要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要求
量（COD)

5.6 17 249.5 5.6 17 248.7 -0.76

浮遊物質量
　　　（SS)

12 25 534.6 12 25 536.3 +1.70

全　　窒　　素
　　　（T-N)

1.0 7 45.2 1.0 7 45.3 +0.07

全　　　　　燐
　　　（T－P)

0.06 0.64 2.7 0.06 0.64 2.5 -0.19

排水量   m3/日 18,000 20,000 18,000 20,000

6 6
7.5 ～ 7.5 ～

9 9

生物化学的酸素
要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要求
量（COD)

3.5 8 70 3.5 8 70.0 ±0.0

浮遊物質量
　　　（SS)

18 25 360 18 25 360.0 ±0.0

全　　窒　　素
　　　（T-N)

0.7 5 14 0.7 5 14.0 ±0.0

全　　　　　燐
　　　（T－P)

0.05 0.18 1 0.05 0.18 1.0 ±0.0

※ 負荷量(kg/ 日)＝最大排水量(ｍ 3 / 日)×通常水質(mg/l )×10-3

5 - 2

号

排

水

口

西
水素イオン濃度

（ｐH)

３・４

2

号

排

水

口

排水口
番号又は
名　　称

現　　　　状 設置（変更）後

西
水素イオン濃度

（ｐH)

※ ※※ ※



(3)  工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値並びに当該排
     出水の１日当りの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量

( ３/３ )

区  分 負 荷 量 の

項  目 通 常 最 大 負 荷 量 通 常 最 大 負 荷 量 増 減

排水量   m3/日 91,200 91,200 91,200 91,200

6 6
7.5 ～ 7.5 ～

9 9

生物化学的酸素
要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要求
量（COD)

3.5 8 319.2 3.5 8 319.2 ±0.0

浮遊物質量
　　　（SS)

7 25 638.4 7 25 638.4 ±0.0

全　　窒　　素
　　　（T-N)

0.6 5 54.7 0.6 5 54.7 ±0.0

全　　　　　燐
　　　（T－P)

0.05 0.2 4.6 0.05 0.2 4.6 ±0.0

排水量   m3/日 648,000 648,000 648,000 648,000

6 6
8.3 ～ 8.3 ～

9 9

生物化学的酸素
要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要求
量（COD)

3.1 8 2008.8 3.1 8 2,008.8 ±0.0

浮遊物質量
　　　（SS)

7 25 4536 7 25 4,536.0 ±0.0

全　　窒　　素
　　　（T-N)

0.6 5 388.8 0.6 5 388.8 ±0.0

全　　　　　燐
　　　（T－P)

0.06 0.2 38.9 0.06 0.2 38.9 ±0.0

※ 負荷量(kg/ 日)＝最大排水量(ｍ 3 / 日)×通常水質(mg/l )×10-3

5 - 3

号

排

水

口

西
水素イオン濃度

（ｐH)

7

6

号

排

水

口

排水口
番号又は
名　　称

現　　　　状 設置（変更）後

西
水素イオン濃度

（ｐH)

※ ※※ ※※ ※



(4)  周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変

   化の程度

ア 海    域

Ａ－１（ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層 23.5 8.1 3.1 2.0 0.22 0.021 7.8

６時２３分 中 層 23.4 8.1 3.2 5.0 0.20 0.022 8.0

干満の別： 干潮 水 平 均 23.5 8.1 3.2 3.5 0.21 0.022 7.9

第２回 ７月６日 質 表 層 23.5 8.1 3.4 3.0 0.20 0.024 7.8

９時０８分 の 中 層 23.5 8.1 3.2 2.0 0.19 0.024 7.7

干満の別： 上げ潮 現 平 均 23.5 8.1 3.3 2.5 0.20 0.024 7.8

第３回 ７月６日 況 表 層 23.5 8.1 3.8 3.0 0.18 0.027 7.0

１２時０８分 中 層 23.2 8.1 3.2 2.0 0.15 0.022 7.2

干満の別： 満潮 平 均 23.4 8.1 3.5 2.5 0.17 0.025 7.1

23.4 8.1 3.3 2.8 0.19 0.023 7.6

- - 3.0 2.4 0.29 0.025 -

Ａ－２（２ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層
23.5 8.1 2.9 2.0 0.17 0.018 7.9

６時２８分 中 層
23.4 8.1 3.0 2.0 0.16 0.017 8.0

干満の別： 干潮 水 平 均 23.5 8.1 3.0 2.0 0.17 0.018 8.0

第２回 ７月６日 質 表 層
24.0 8.2 3.9 2.0 0.21 0.032 8.8

９時１６分 の 中 層
23.8 8.2 3.4 3.0 0.17 0.024 7.9

干満の別： 上げ潮 現 平 均 23.9 8.2 3.7 2.5 0.19 0.028 8.4

第３回 ７月６日 況 表 層
23.5 8.2 3.8 3.0 0.19 0.029 6.1

１２時１４分 中 層
23.2 8.1 3.0 3.0 0.16 0.024 4.5

干満の別： 満潮 平 均 23.4 8.2 3.4 3.0 0.18 0.027 5.3

23.6 8.2 3.3 2.5 0.18 0.024 7.2

- - 3.0 2.0 0.20 0.021 -

-   6 - 1   -

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

採水機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター 分析機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター

測 定 点 名



Ａ－３（　ｒ　地点外縁）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層 23.5 8.1 2.8 1.0 0.20 0.020 8.1

６時３４分 中 層 23.5 8.1 2.8 2.0 0.16 0.016 7.8

干満の別： 干潮 水 平 均 23.5 8.1 2.8 1.5 0.18 0.018 8.0

第２回 ７月６日 質 表 層 23.8 8.1 3.2 2.0 0.16 0.021 7.8

９時２２分 の 中 層 23.8 8.1 2.8 3.0 0.18 0.021 7.5

干満の別： 上げ潮 現 平 均 23.8 8.1 3.0 2.5 0.17 0.021 7.7

第３回 ７月６日 況 表 層 23.5 8.2 3.4 1.0 0.16 0.024 7.9

１２時２１分 中 層 23.3 8.2 2.9 2.0 0.14 0.020 5.7

干満の別： 満潮 平 均 23.4 8.2 3.2 1.5 0.15 0.022 6.8

23.6 8.1 3.0 1.8 0.17 0.020 7.5

- - 3.0 1.8 0.17 0.020 -

-   6 - 2   -

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均



(4)  周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変

   化の程度

ア 海    域

B－１（ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層 23.4 8.0 4.2 2.0 0.48 0.049 8.1

６時５５分 中 層 23.4 8.1 3.1 1.0 0.17 0.019 8.1

干満の別： 干潮 水 平 均 23.4 8.1 3.7 1.5 0.33 0.034 8.1

第２回 ７月６日 質 表 層 23.7 8.2 3.3 2.0 0.16 0.024 7.7

９時４５分 の 中 層 23.9 8.2 3.0 1.0 0.19 0.027 8.1

干満の別： 上げ潮 現 平 均 23.8 8.2 3.2 1.5 0.18 0.026 7.9

第３回 ７月６日 況 表 層 24.0 8.2 4.0 3.0 0.27 0.047 6.7

１２時４２分 中 層 23.8 8.2 3.5 1.0 0.16 0.024 8.2

干満の別： 満潮 平 均 23.9 8.2 3.8 2.0 0.22 0.036 7.5

23.7 8.2 3.5 1.7 0.24 0.032 7.8

- - 3.0 2.1 0.27 0.024 -

B－２（２ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層
23.4 8.1 3.0 1.0 0.21 0.022 8.0

６時４８分 中 層
23.5 8.1 2.8 1.0 0.16 0.017 7.8

干満の別： 干潮 水 平 均 23.5 8.1 2.9 1.0 0.19 0.020 7.9

第２回 ７月６日 質 表 層
24.0 8.2 3.0 1.0 0.16 0.019 7.9

９時３８分 の 中 層
24.2 8.2 3.0 1.0 0.16 0.018 7.9

干満の別： 上げ潮 現 平 均 24.1 8.2 3.0 1.0 0.16 0.019 7.9

第３回 ７月６日 況 表 層
24.0 8.3 4.8 2.0 0.23 0.038 6.9

１２時３６分 中 層
23.8 8.2 3.0 2.0 0.14 0.018 5.8

干満の別： 満潮 平 均 23.9 8.3 3.9 2.0 0.19 0.028 6.4

23.8 8.2 3.3 1.3 0.18 0.022 7.4

- - 2.9 1.6 0.18 0.020 -

-   6 - 3   -

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

採水機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター 分析機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター

測 定 点 名



B－３（　ｒ　地点外縁）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層 23.3 8.1 2.8 1.0 0.16 0.020 8.1

６時４３分 中 層 23.3 8.1 3.1 1.0 0.15 0.024 7.8

干満の別： 干潮 水 平 均 23.3 8.1 3.0 1.0 0.16 0.022 8.0

第２回 ７月６日 質 表 層 24.2 8.1 2.7 1.0 0.16 0.018 8.5

９時３２分 の 中 層 24.0 8.2 2.8 4.0 0.17 0.017 8.2

干満の別： 上げ潮 現 平 均 24.1 8.2 2.8 2.5 0.17 0.018 8.4

第３回 ７月６日 況 表 層 23.7 8.2 2.9 1.0 0.12 0.016 6.3

１２時３１分 中 層 23.4 8.2 3.1 1.0 0.14 0.020 5.4

干満の別： 満潮 平 均 23.6 8.2 3.0 1.0 0.13 0.018 5.9

23.7 8.2 2.9 1.5 0.15 0.019 7.4

- - 2.9 1.5 0.15 0.019 -

-   6 - 4   -

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均



(4)  周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変

   化の程度

ア 海    域

C－１（ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層 22.5 7.9 3.8 3.0 0.57 0.038 7.7

７時００分 中 層 23.2 8.1 3.1 2.0 0.23 0.027 7.5

干満の別： 干潮 水 平 均 22.9 8.0 3.5 2.5 0.40 0.033 7.6

第２回 ７月６日 質 表 層 23.9 8.2 3.6 2.0 0.20 0.029 8.0

９時５２分 の 中 層 23.8 8.2 3.0 1.0 0.18 0.024 8.1

干満の別： 上げ潮 現 平 均 23.9 8.2 3.3 1.5 0.19 0.027 8.1

第３回 ７月６日 況 表 層 23.8 8.2 4.2 2.0 0.25 0.043 6.4

１２時４７分 中 層 23.6 8.2 3.4 2.0 0.17 0.028 6.5

干満の別： 満潮 平 均 23.7 8.2 3.8 2.0 0.21 0.036 6.5

23.5 8.1 3.5 2.0 0.27 0.03 7.4

- - 3.1 2.1 0.34 0.027 -

C－２（２ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層
22.8 8.0 3.8 3.0 0.47 0.033 7.6

７時０６分 中 層
23.3 8.1 3.2 5.0 0.21 0.027 7.1

干満の別： 干潮 水 平 均 23.1 8.1 3.5 4.0 0.34 0.030 7.4

第２回 ７月６日 質 表 層
23.6 8.2 2.8 1.0 0.15 0.019 8.2

９時５８分 の 中 層
24.0 8.2 2.9 1.0 0.18 0.018 8.3

干満の別： 上げ潮 現 平 均 23.8 8.2 2.9 1.0 0.17 0.019 8.3

第３回 ７月６日 況 表 層
24.0 8.2 4.4 2.0 0.25 0.043 6.0

１２時５２分 中 層
23.6 8.2 3.0 2.0 0.15 0.021 5.0

干満の別： 満潮 平 均 23.8 8.2 3.7 2.0 0.20 0.032 5.5

23.6 8.2 3.4 2.3 0.24 0.027 7.0

- - 3.0 1.6 0.25 0.024 -

-   6 - 5   -

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

採水機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター 分析機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター

測 定 点 名



C－３（　ｒ　地点外縁）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

DO
   (mg/l)

第１回　２０２６年 ７月６日 表 層 23.5 8.1 3.3 2.0 0.57 0.039 8.1

７時１３分 中 層 23.2 8.1 3.0 3.0 0.22 0.024 7.4

干満の別： 干潮 水 平 均 23.4 8.1 3.2 2.5 0.40 0.032 7.8

第２回 ７月６日 質 表 層 23.5 8.2 3.2 1.0 0.13 0.025 8.0

１０時０４分 の 中 層 23.7 8.2 2.7 1.0 0.13 0.017 7.4

干満の別： 上げ潮 現 平 均 23.6 8.2 3.0 1.0 0.13 0.021 7.7

第３回 ７月６日 況 表 層 23.6 8.2 3.2 1.0 0.14 0.018 6.7

１２時５７分 中 層 23.5 8.2 2.8 1.0 0.13 0.017 6.1

干満の別： 満潮 平 均 23.6 8.2 3.0 1.0 0.14 0.018 6.4

23.5 8.2 3.0 1.5 0.22 0.023 7.3

- - 3.0 1.5 0.22 0.023 -

-   6 - 6   -

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　　項目
区分

総 平 均



イ 河    川

水域･測定点名 ｐＨ
BＯＤ
   (mg/l)

ＣＯＤ
   (mg/l)

SS
   (mg/l)

T-N
   (mg/l)

T-P
   (mg/l)

流量

   (m3/h)

DO
   (mg/l)

月 :

:

日
:

平均

月 :

:

日
:

平均

月 :

:

日
:

平均

- 7 -

将　　来　　水　　質

採水機関名 分析期間名

　　　　　　　項目
区分・日時

将　　来　　水　　質

将　　来　　水　　質



ウ その他当該水域に関する事項

なし

(5)   影響範囲及び予測の方法

ア 汚濁負荷量の増加の有無 ( 有 ・ 無 ）

（ ただし、汚濁負荷量の増加がない場合は、イ以下は省略する。）

イ 排出水の公共用水域での影響範囲

  添付第 ３ 図

ウ 予測の方法

ア）  海  域

(1)  新田式（ log ( r2θ／2 )＝1.226 logＱ＋0.086 )から求めた周辺

   公共水域の外縁までの距離（ ｒ ）は、４００２ｍ です。

θ＝ 3.14 （ 拡散角度 ） 180度

Ｑ＝ 924811.6 ｍ 3 ／日（ 最大排水量 ）

ｒ＝ 4002 m

- 8 -



(2)  Ｑｏ      1       1

θｄｐ     Ｘ       l

   から求めた希釈率（ Ｃ ）は次のとおりです。

C(r/3 の地点）＝ 0.082

C(2r/3の地点）＝ 0.021

C( r  の地点）＝ 0.000

（ 注 ） Ｑｏ＝ 924811.6 ｍ 3 ／日（ 最大排出量 ）

  θ＝ 3.14   ( 拡散角度 )

  ｄ＝ 2 ｍ

  ｐ＝ 864 ｍ ／日

r 2r/3 r/3 の距離（m）

  ｘ＝ 4002 2668 1334

   l＝ 4002 ｍ （ ｒの距離 ）

(3) Ｓ′＝Ｓ1 ＋ （ Ｓ0－Ｓ1 ）・ Ｃから将来の水質を予測すると、

① Ａ地点

A1 （ ｒ／３の地点 ） 1334m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.983 3.7 2.98 0.082 ＝ 3.042

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.833 8.4 1.83 0.082 ＝ 2.368

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.167 1.7 0.17 0.082 ＝ 0.289

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.020 0.1 0.02 0.082 ＝ 0.025

 A2 （ ２ｒ／３の地点 ） 2668m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.983 3.7 2.98 0.021 ＝ 2.998

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.833 8.4 1.83 0.021 ＝ 1.971

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.167 1.7 0.17 0.021 ＝ 0.198

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.020 0.1 0.02 0.021 ＝ 0.021

A3 （   ｒ   の地点 ） 4002m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.983 3.7 2.98 0.000 ＝ 2.983

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.833 8.4 1.83 0.000 ＝ 1.833

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.167 1.7 0.17 0.000 ＝ 0.167

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.020 0.1 0.02 0.000 ＝ 0.020

S1:現況濃度 S0:排出濃度

9 - 1
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② Ｂ地点

B1 （ ｒ／３の地点 ） 1334m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.90 3.7 2.90 0.082 ＝ 2.965

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.50 8.4 1.50 0.082 ＝ 2.061

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.15 1.7 0.15 0.082 ＝ 0.274

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.02 0.1 0.02 0.082 ＝ 0.024

B2 （ ２ｒ／３の地点 ） 2668m 2668.00

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.90 3.7 2.90 0.021 ＝ 2.917

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.50 8.4 1.50 0.021 ＝ 1.645

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.15 1.7 0.15 0.021 ＝ 0.182

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.02 0.1 0.02 0.021 ＝ 0.020

B3 （   ｒ   の地点 ） 4002m 4002.00

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.90 3.7 2.90 0.000 ＝ 2.900

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.50 8.4 1.50 0.000 ＝ 1.500

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.15 1.7 0.15 0.000 ＝ 0.150

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.02 0.1 0.02 0.000 ＝ 0.019

S1:現況濃度 S0:排出濃度

③ C地点

C1 （ ｒ／３の地点 ） 1334m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 3.03 3.7 3.03 0.082 ＝ 3.088

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.50 8.4 1.50 0.082 ＝ 2.061

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.22 1.7 0.22 0.082 ＝ 0.338

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.02 0.1 0.02 0.082 ＝ 0.027

C2 （ ２ｒ／３の地点 ） 2668m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 3.03 3.7 3.03 0.021 ＝ 3.047

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.50 8.4 1.50 0.021 ＝ 1.645

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.22 1.7 0.22 0.021 ＝ 0.250

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.02 0.1 0.02 0.021 ＝ 0.024

C3 （   ｒ   の地点 ） 4002m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 3.03 3.7 3.03 0.000 ＝ 3.033

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 1.50 8.4 1.50 0.000 ＝ 1.500

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.22 1.7 0.22 0.000 ＝ 0.220

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.02 0.1 0.02 0.000 ＝ 0.023

S1:現況濃度 S0:排出濃度

9 - 2
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イ）河    川

ＳＱ＋（ Ｓ0Ｑ0－Ｓ0′Ｑ0′）

Ｑ＋（Ｑ0－Ｑ0′）

    地点名（ ）

Ｓ′（ ＢＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ ＋（ － ）  ＝

    地点名（ ）

Ｓ′（ ＢＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ ＋（ － ）  ＝

    地点名（ ）

Ｓ′（ ＢＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ ＋（ － ）  ＝

- 10 -

から将来の水質を予測すると、Ｓ′＝



(6)  その他当該特定施設の設置が環境に及ぼす影響についての事前評価に関して参考

となるべき事項

(変更前) (変更後) (増減) 備考

排水量        (m
3
/日) 924805.8 924811.6 +5.86 増加

ＣＯＤ負荷量  (kg/日) 3423.6 3421.1 -2.48 減少

ＳＳ負荷量    (kg/日) 7746.9 7746.4 -0.55 減少

Ｔ－Ｎ負荷量  (kg/日) 1537.3 1537.9 +0.57 増加

Ｔ－Ｐ負荷量  (kg/日) 67.3 67.1 -0.20 減少

595.9 596.0 +0.03 増加
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　東地区の排水は東１０号が宇部港、それ以外は工業運河に排水されている。排水口の中でも西７号
の排水量が圧倒的に多く外縁距離も西７号の範囲内に全て重なることから以前より東地区の排水口
は本山岬と沖宇部埠頭を結ぶ直線の中間地点を仮想排水口としている。
　本計画では排水量と汚濁負荷量等が微増しますが、他工場を含め排水管理に努め環境への影響
を最小限に抑制します。

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類負荷量(pg-TEQ/日)



海域における外縁までの距離
変更前

Ｑ（流量） θ（角度） r(m)

西１号 35,925

西２号 44,549

西３・４号 20,000

西６号 91,200

西７号 648000

西８号

東10号 85133

合計 924805.77 3.14 4002

変更後

Ｑ（流量） θ（角度） r(m) 流量増減 ｒ 増減

西１号 35783 -142

西２号 44693 143.958

西３・４号 20000 0

西６号 91200 0

西７号 648000 0

西８号 0

東10号 85137 3.9

合計 924812 3.14 4002 5.858 0

新田式 ｌｏｇ（ｒ２θ／２）＝１．２２６ｌｏｇＱ＋０．０８６

θ

π

仮想排水口





第２図　宇部ケミカル工場東地区　排水系統図

工 西６号排口 焼却設備(B) → (A) ４号発電設備

業 91200m3/日 71の4－ｲ,15号ｲ・ﾛ

運

河 西７号排水口 ５号発電設備

648000m3/日

西１号排水口

35782.5m3/日
西２号排水口

44692.6m3/日
西３・４号排水口

20000m3/日

処理施設 → ← 回収バック

←

← 安水工場 ← 硫安工場

24-ｲ

← 汎用工場 → (A)

41-ｲ,47-ﾛ,ﾊ,ﾎ

← 処理施設 ← 安水中和工場

亜硫安設備 → ↑

27-ﾇ 純水装置

↓ ← ＵＧＰ工場

(A)← 処理施設 46-ﾛ,46-ﾆ

海水バック →

廃水処理施設(A) → ← Ｂ工場 ← 温水バック

27-ﾇ

↓

ＵＫ工場 → ← 排水処理 濃硝酸工場

27-ｲ,27-ﾇ 24-ﾆ

← Ｎ工場 ↓

(A)← ＤＭＣ工場 → 27-ﾇ ← 排水処理

↓

排水処理 ← 塩安工場

(A)← カテコール工場 →

(B)← 46-ﾛ,46-ﾆ,11-ｲ

← 高純度安水工場

硝カリ工場 →

← 高純度硝酸工場

炭安水工場 → 硝酸工場

24-ﾆ

← ガス工場

(A)← 医薬品工場 →

(B)← 47-ﾛ,ﾊ,ﾎ

PUD工場 → (B)

33-ﾘ

統合排水処理

↓

東１０号排水口

85136.5m3/日
宇部港




